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運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
導
入
開
始
に
伴
い
、
安
全
管
理

規
程
を
制
定
、
大
須
賀
取
締
役
社
長
を
最
高
責
任
者
と
す
る
安

全
管
理
体
制
を
整
備
し
た
小
田
急
電
鉄
。

体
制
整
備
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
２
０
０
７
年
、
安
全
管
理
体

制
の
検
証
・
見
直
し
を
目
的
に
鉄
道
内
部
監
査
を
実
施
し
、
翌

08
年
６
月
に
は
大
幅
な
改
善
を
敢
行
、
新
体
制
に
よ
る
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

小
田
急
電
鉄
が
安
全
管
理
規
程
に
定
め
る
安
全
管
理
の
基
本
理

念
は
﹁
日
本
一
安
全
な
鉄
道
を
目
指
し
て
﹂。

１
日
に
１
８
９
万
人
を
輸
送
す
る
鉄
道
事
業
者
の
決
意
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
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安
全
管
理
で
組
織
再
編

２
０
０
６
年
10
月
１
日
、
小
田
急
電
鉄
は

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
導
入
に
伴
い

安
全
管
理
規
程
を
制
定
、
安
全
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
を
定
め
る
と
と
も
に
、
大
須
賀

社
長
を
最
高
責
任
者
と
す
る
安
全
管
理
体
制

を
整
備
し
、
安
全
の
確
保
に
対
す
る
社
内
体

制
を
整
え
た
。
最
高
責
任
者
の
直
下
に
つ
く

安
全
統
括
管
理
者
な
ら
び
に
各
部
管
理
者
の

役
割
と
権
限
を
明
確
に
し
た
体
制
だ
。
さ
ら

に
、
翌
年
６
月
の
組
織
改
正
で
は
「
鉄
道
技

術
部
」
を
「
安
全
・
技
術
部
」
と
改
め
、
鉄

道
事
故
防
止
や
安
全
対
策
を
統
括
す
る
役
割

を
名
称
か
ら
も
明
確
に
し
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
安

全
統
括
管
理
者
を
務
め
る
嶋
崎
章
臣
常
務
は

語
る
。

「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
輸
送
人
員
が
減
少
す

る
中
で
鉄
道
事
業
者
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
効
率
化
で
あ
り
、
他

社
と
の
競
合
の
た
め
の
施
策
だ
っ
た
。
安
全

に
対
す
る
意
識
は
常
に
基
本
に
あ
っ
た
も
の

の
、
事
業
の
効
率
化
が
目
前
の
重
点
課
題
と

な
っ
て
い
た
の
は
否
め
な
い
。
け
れ
ど
も
福

知
山
線
の
事
故
に
よ
っ
て
、
鉄
道
の
原
点
が

『
安
全
』
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識

し
た
」

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
小
田
急
電
鉄
で
は

新
し
い
列
車
制
御
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
決
定

し
て
い
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
完

了
す
れ
ば
、
速
度
制
限
が
必
要
な
ポ
イ
ン
ト

や
カ
ー
ブ
で
の
事
故
を
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。

「
ハ
ー
ド
面
は
そ
れ
で
い
い
。
し
か
し
、
ソ

フ
ト
面
で
は
ど
う
な
の
か
。
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
で
安
全
管
理
規
程
を

制
定
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
当
社
の

ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
安
全
対
策
の
大
き
な
仕

組
み
が
で
き
た
と
捉
え
て
い
る
」

小
田
急
電
鉄
で
は
、１
年
経
っ
た
時
点
で
、

安
全
管
理
体
制
に
基
づ
く
活
動
が
実
際
に
ど

れ
ぐ
ら
い
機
能
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
た

め
、
鉄
道
内
部
監
査
を
行
っ
た
。
そ
の
監
査

結
果
に
基
づ
き
、
２
０
０
８
年
６
月
、
大
幅

な
改
善
を
敢
行
。
新
体
制
に
よ
る
取
り
組
み

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

縦
糸
が
強
化
さ
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制

体
制
の
見
直
し
は
、
安
全
管
理
会
議
か
ら

始
ま
っ
た
。
旧
体
制
で
は
重
層
的
な
安
全
管

理
会
議
で
構
成
さ
れ
る
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
会
議
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

社
長
の
下
に
諮
問
機
関
で
あ
る
運
転
事
故

防
止
委
員
会
を
置
き
、
そ
の
下
に
は
運
転
事

故
防
止
小
委
員
会
を
設
置
。
事
故
防
止
に
関

す
る
重
要
な
施
策
は
、
両
委
員
会
で
の
審
議

を
経
て
、
各
部
の
部
内
・
現
業
長
会
議
に
伝

達
さ
れ
、
さ
ら
に
現
業
の
第
一
線
の
職
場
会

議
か
ら
個
々
に
伝
え
ら
れ
る
仕
組
み
だ
っ
た
。

し
か
し
、
内
部
監
査
に
よ
っ
て
、
運
転
事

故
防
止
委
員
会
か
ら
本
社
部
内
・
現
業
長
会

議
へ
の
指
示
・
命
令
系
統
が
弱
く
、
現
業
の

職
場
に
正
確
な
情
報
が
伝
達
さ
れ
に
く
い
と

い
う
状
況
が
判
明
し
た
。

安
全
の
確
保
を
継
続
的
に
実
現
し
て
い
く

た
め
に
は
、
こ
う
し
た
不
備
・
不
足
の
改
善

を
い
ち
早
く
図
り
、
規
程
の
遵
守
を
確
実
に

行
え
る
体
制
に
整
え
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。

新
体
制
は
、
指
示
・
命
令
系
統
や
情
報
伝

達
経
路
を
体
系
的
に
見
直
し
、整
備
さ
れ
た
。

社
長
の
下
に
は
、
新
た
に
統
括
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
委
員
会
を
設
置
し
、
安
全
統
括
管

理
者
が
委
員
長
を
務
め
、
隔
月
で
会
議
を
行

う
。
メ
ン
バ
ー
は
安
全
管
理
規
程
に
か
か
わ

る
部
門
の
部
長
・
課
長
で
、
該
当
す
る
の
は

安
全
・
技
術
部
を
筆
頭
と
す
る
９
部
門
。
注

目
す
べ
き
は
財
務
部
、
人
事
部
の
存
在
だ
。

旧
体
制
で
は
別
の
指
示
系
統
に
置
か
れ
て
い

た
が
、
同
じ
体
系
に
組
み
入
れ
る
こ
と
で
、

安
全
に
関
す
る
要
員
や
資
金
面
で
の
迅
速
な

対
応
が
可
能
に
な
っ
た
。

こ
の
統
括
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
の

運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
常
設
機
関
と
し

て
、
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
者
会
議
が
設

置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
は
、
各
部
の
課

長
で
構
成
さ
れ
、
毎
月
の
開
催
が
原
則
だ
。

さ
ら
に
以
前
は
、
各
部
と
そ
れ
に
所
属
す

る
職
場
は
、
部
ご
と
職
場
ご
と
に
会
議
を

行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
統
括
安
全
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
委
員
会
が
直
轄
す
る
安
全
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
委
員
会
に
編
成
し
直
し
、
定
期
的
に
安

全
確
保
に
関
す
る
リ
ス
ク
や
予
防
措
置
に
つ

い
て
、
検
討
を
行
う
よ
う
に
し
た
。

「
こ
の
体
制
だ
と
、
統
括
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

鉄道の安全と
運輸安全マネジメント制度
［日本一安全な鉄道を目指す小田急電鉄の取り組み］
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■旧体制

■安全管理体制（2008年6月～）

交通サービス事業本部・複々線建設本部　現業連絡会議

運転事故防止小委員会
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社　長
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○○○対策検討チーム 安全マネジメント推進者会議
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報

安全管理規程にかかわる部門：交通企画部、安全・技術部、運転車両部、旅客営業部、工務部、
電気部、複々線建設部、財務部、人事部
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ト
委
員
会
か
ら
各
職
場
の
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
委
員
会
ま
で
縦
糸
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
の
縦
糸
の
強
化
に
よ
っ
て
、
統
括
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
で
の
意
思
決
定
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
正
確
に
伝
達
さ
れ
、各
部
・

各
職
場
の
情
報
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
報
告
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
嶋
崎
常
務
は
改
善
効

果
を
語
る
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
特
定
の
専
門
事
項
に

関
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
検
討
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
問
題
の
調
査
を
行
い
検
討
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
踏
切
や

駅
ホ
ー
ム
で
の
事
故
防
止
を
検
討
す
る
チ
ー

ム
が
活
動
中
だ
。

﹁
事
故
・
事
故
の
芽
﹂
情
報
の
活
用

「
安
全
第
一
」
の
企
業
に
な
る
た
め
に
、

ま
ず
骨
組
み
か
ら
変
わ
る
。
組
織
改
正
に
よ

り
、
上
下
間
双
方
向
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
正

確
な
情
報
伝
達
が
可
能
と
な
り
、
各
部
・
各

職
場
の
横
の
つ
な
が
り
も
強
化
さ
れ
た
。
全

社
的
に
連
携
が
密
に
な
り
「
安
全
意
識
」
を

共
有
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、
内
部
監
査
に
よ
っ
て
抽
出
さ

れ
た
課
題
の
一
つ
に
「
事
故
・
事
故
の
芽
」

情
報
の
収
集
・
分
析
・
対
策
が
あ
る
。

事
故
・
事
故
の
芽
情
報
と
は
、
い
わ
ゆ
る

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
情
報
だ
が
、
各
部
門
に
お

い
て
毎
月
情
報
を
収
集
す
る
仕
組
み
が
整
え

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
集
ま
っ

た
情
報
も
部
門
内
で
完
結
す
る
傾
向
が
あ

り
、
全
部
門
に
情
報
が
行
き
渡
る
ま
で
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
現
在
、
事
故
・
事
故
の
芽
情
報
の

収
集
・
分
析
を
効
率
的
に
運
用
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
推
進
。
２
０
０
９
年
の
春
を

目
途
に
、
社
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
情
報
共
有

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
は
、
紙
ベ
ー
ス
で
情
報
を
閲
覧
す
る
。
特

定
の
部
門
内
で
問
題
を
完
結
さ
せ
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
で
分
析
し
、
解
決
方
法
を
追
求
す

る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。
２
０
０
８
年
10
月
現

在
、
２
３
０
０
件
も
の
事
故
・
事
故
の
芽
情

報
が
収
集
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
情
報

を
も
と
に
実
際
に
安
全
対
策
が
取
ら
れ
た
事

例
も
多
い
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、
鶴
川
駅
の
ホ
ー
ム
改
善

が
あ
る
。
鶴
川
駅
の
ホ
ー
ム
幅
は
２
メ
ー
ト

ル
と
狭
い
。
東
海
大
学
前
で
の
事
故
を
契
機

に
、
小
田
急
電
鉄
で
は
黄
色
い
線
よ
り
列
車

側
に
乗
客
が
い
る
時
に
は
電
車
を
発
車
さ
せ

な
い
と
い
う
取
り
決
め
を
厳
守
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ホ
ー
ム
幅
が
狭
い
た
め
、
降
車
し

た
直
後
の
乗
客
は
黄
色
い
線
の
列
車
側
を
歩

か
ざ
る
を
得
な
い
。
な
か
な
か
発
車
さ
せ
ら

れ
な
い
た
め
、
遅
延
が
生
じ
る
。
乗
務
員
か

ら
「
安
全
運
行
と
定
時
運
転
の
両
立
が
で
き

な
い
」
と
い
う
声
が
上
が
り
、
調
査
の
う
え

ホ
ー
ム
の
拡
幅
工
事
が
決
定
し
た
。
事
故
・

事
故
の
芽
情
報
か
ら
、
素
早
い
対
応
策
が
取

ら
れ
た
好
例
だ
。

安
全
文
化
を
醸
成
さ
せ
る

人
が
変
わ
る
こ
と
も
必
要
だ
。
鉄
道
人
と

し
て
の
意
識
を
高
め
る
努
力
も
多
々
行
わ
れ

て
い
る
。

現
業
分
野
に
お
い
て
は
、
部
門
を
越
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
な
場
と
し
て
、

２
０
０
８
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
エ
リ
ア

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
存
在
が
大
き
い
。

安
全
統
括
管
理
者
で
あ
る
嶋
崎
常
務
を
は

じ
め
、
安
全
・
技
術
部
ほ
か
関
係
部
門
の
各

部
長
、
現
業
部
門
担
当
者
が
参
加
し
、
喜
多

見
、
大
野
、
海
老
名
の
３
エ
リ
ア
ご
と
に
開

催
。
各
部
門
の
取
り
組
み
や
施
策
な
ど
に
つ

い
て
情
報
共
有
を
図
る
。

「
鉄
道
に
は
、
運
転
士
も
車
掌
も
駅
員
も

設
備
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
者
も
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
。
全
体
の
シ
ス
テ
ム
で
動
い
て

い
る
ん
だ
と
認
識
す
る
。
新
体
制
で
組
織
の

縦
糸
が
強
化
さ
れ
た
が
、
こ
の
エ
リ
ア
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
は
横
糸
を
太
く
し
て
い
く
」
と

嶋
崎
常
務
は
磐
石
な
組
織
づ
く
り
を
語
る
。

大
須
賀
社
長
と
嶋
崎
常
務
に
よ
る
現
業
巡

視
も
、
現
業
部
門
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
だ
。
上
か

ら
の
一
方
的
な
通
達
で
は
な
い
、
社
員
と
の

意
見
交
換
を
心
が
け
て
い
る
と
い
う
。

「
堅
苦
し
い
空
気
の
中
で
は
話
し
づ
ら
く

な
り
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
情
報
な
ど
貴
重
な

情
報
が
潜
在
化
し
て
し
ま
う
。
話
を
し
や
す

い
職
場
を
つ
く
っ
て
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
上
が
っ
て
く
る
」
と
嶋
崎
常
務
は
そ
の

効
果
に
期
待
す
る
。

共
有
さ
れ
る
の
は
情
報
だ
け
で
は
な
い
。

共
通
の
安
全
意
識
が
培
わ
れ
、
意
思
統
一
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
安
全
風
土
・
安
全

文
化
が
醸
成
さ
れ
て
い
く
。

エリアミーティング

嶋崎常務による現業巡視
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「
事
故
が
起
き
、
そ
の
時
は
ど
ん
な
に
反

省
を
し
て
も
、
時
が
経
て
ば
、
そ
れ
を
知
ら

な
い
社
員
が
入
っ
て
く
る
。
職
場
で
伝
え
続

け
、
安
全
文
化
を
醸
成
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
」

と
嶋
崎
常
務
は
強
い
口
調
で
語
っ
た
。

中
期
計
画
で
は
目
標
値
を
定
量
化

２
０
０
８
年
度
か
ら
は
、
事
業
運
営
の

中
期
計
画
の
ほ
か
に
、
安
全
に
関
す
る
中

期
計
画
も
策
定
し
、
安
全
に
つ
い
て
の
社

の
方
針
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。「
安

全
（A

nzen

）」、「
安
定
（A

ntei

）」、「
安
心

（A
nshin

）」
の
３
つ
を
守
る
と
い
う
意
味
か

ら
、「
信
頼
の
ト
リ
プ
ル
Ａ
（
Ａ
Ａ
Ａ
）
へ
の

挑
戦
」
と
い
う
標
語
を
作
成
し
、
社
内
ポ
ス

タ
ー
な
ど
で
社
員
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

し
か
し
、
安
全
・
技
術
部
長
の
柴
田
行
生

執
行
役
員
は
「
こ
の
標
語
が
社
員
の
安
全
意

識
に
訴
え
、
よ
り
深
く
浸
透
し
て
い
く
た
め

に
は
、
実
感
を
伴
う
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
量
的
な

目
標
値
を
設
定
し
た
」
と
、
概
念
的
な
方
針

だ
け
で
は
な
く
、
明
確
な
達
成
水
準
を
設
け

る
こ
と
が
重
要
と
語
る
。
具
体
的
に
は
、「
安

全
」
は
事
故
と
輸
送
障
害
件
数
、「
安
定
」
は

列
車
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
支
障
時
間
、「
安

心
」
は
ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
対
象
者
（
沿

線
の
乗
客
）の
回
答
結
果
の
数
値
化
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
値
と
す
る
こ
と
で
、
社
員

の
努
力
を
促
し
て
い
く
。
数
値
を
出
し
て「
見

え
る
化
」
し
た
こ
と
で
、
社
員
の
気
持
ち
に

届
き
や
す
い
も
の
と
な
っ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
「
安
心
」
の
項
目
だ
。
鉄

道
事
業
者
側
で
は
な
く
、
乗
客
側
の
意
識
を

指
標
に
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
乗
客
サ
ー

ビ
ス
へ
の
心
意
気
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
重
点
施
策
も
挙
げ
て
い
る
。「
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
態
勢
の
強
化
」「
事
故
の
未

然
・
再
発
防
止
と
発
生
後
の
対
応
強
化
」「
防

災
対
策
・
体
制
の
強
化
」「
安
全
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
防
止
」「
安
全
文
化

の
醸
成
」
の
５
点
だ
。

「
目
標
達
成
に
向
け
て
、
自
分
た
ち
の
職

場
で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
施
策
を

練
り
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
内
の
意
識
が

随
分
変
わ
っ
て
き
た
」
と
柴
田
執
行
役
員
は

職
場
の
意
識
変
化
を
評
価
し
て
い
る
。

安
全
設
備
の
増
強

ハ
ー
ド
面
で
も
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
０
０
７
年
の
全
設
備
投
資
額
を
み
る
と
、

安
全
関
連
が
そ
の
半
分
以
上
、
修
繕
費
に
お

い
て
は
約
70
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も

設
備
増
強
が
よ
く
分
か
る
。

Ａ
Ｔ
Ｓ
（
自
動
列
車
停
止
装
置
）
は
、
列

車
が
制
限
速
度
を
超
え
て
信
号
機
を
通
過
し

よ
う
と
し
た
際
に
、
自
動
的
に
ブ
レ
ー
キ
を

作
動
さ
せ
て
減
速
ま
た
は
停
止
さ
せ
る
装
置

だ
。
小
田
急
電
鉄
で
は
、
こ
れ
を
改
良
し
た

Ｏ
Ｍ–

Ａ
Ｔ
Ｓ
（
小
田
急
型
自
動
列
車
停
車

装
置
）
を
全
線
全
列
車
に
導
入
。
さ
ら
に
速

度
超
過
で
カ
ー
ブ
に
進
入
す
る
恐
れ
の
あ
る

列
車
を
、
カ
ー
ブ
の
手
前
で
制
限
速
度
以
下

ま
で
減
速
さ
せ
る
Ａ
Ｔ
Ｓ
を
応
用
し
た
装
置

を
２
０
０
６
年
度
末
ま
で
に
急
曲
線
の
手
前

13
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

し
か
し
、
抜
本
的
な
安
全
性
の
向
上
を
目

指
し
、
小
田
急
電
鉄
で
は
Ｏ
Ｍ–

Ａ
Ｔ
Ｓ
に

替
え
、
さ
ら
に
高
度
な
新
列
車
制
御
シ
ス
テ

ム
Ｄ–

Ａ
Ｔ
Ｓ–

Ｐ
（D

igital A
utom

atic 
T

rain Stop Pattern

）
の
導
入
を
進
め
て

い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
は
、
信
号
情
報
を
列
車

に
連
続
的
に
伝
え
、
ブ
レ
ー
キ
を
自
動
的
に

作
動
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
ほ
か
、
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
急
曲
線
、

分
岐
器
、
下
り
勾
配
な
ど
の
き
め
細
か
な
速

度
制
御
も
可
能
と
な
る
。
踏
切
内
で
支
障
報

知
装
置
が
作
動
し
た
際
は
、
そ
の
情
報
を

接
近
し
て
く
る
列
車
に
知
ら
せ
、
自
動
的
に

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
現
在
、

車
両
と
地
上
設
備
の
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て

い
る
段
階
で
、
５
～
６
年
後
に
は
本
格
稼
動

す
る
。

と
こ
ろ
で
、
輸
送
障
害
の
原
因
の
う
ち
4

分
の
３
は
踏
切
と
駅
ホ
ー
ム
で
の
事
故
・
ト

ラ
ブ
ル
に
よ
る
も
の
だ
。

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
踏
切
支
障
報
知
装

置
は
す
で
に
全
踏
切
に
、
踏
切
障
害
物
検
知

装
置
は
１
３
８
カ
所
に
設
置
済
み
で
、
現

在
は
す
べ
て
の
踏
切
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
監
視
で
き
る
「
踏
切
集
中
監
視
シ
ス
テ

ム
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
も
２
０
０
８
年
度
末
の
完
了
を
予
定
し
て

い
る
。
さ
ら
に
駅
ホ
ー
ム
で
の
転
落
事
故
防

止
策
と
し
て
は
、
全
駅
に
列
車
非
常
停
止
ボ

タ
ン
を
装
備
、
曲
線
ホ
ー
ム
に
は
転
落
を
自

動
的
に
検
知
す
る
転
落
検
知
マ
ッ
ト
を
敷
設

し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
柵
に
つ
い
て
も
研
究
中

だ
。柴

田
執
行
役
員
は
「
こ
う
し
た
設
備
面
に

お
い
て
も
、
お
客
さ
ま
に
安
全
を
実
感
し
て

い
た
だ
く
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
視

点
で
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負

を
語
っ
た
。

体
制
を
再
編
、
安
全
確
保
に
対
す
る
新
た

な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
小
田
急
電

鉄
。
社
員
一
人
ひ
と
り
の
胸
に
日
本
一
安
全

な
鉄
道
を
目
指
す
強
い
意
志
が
育
ち
始
め
て

い
る
。

鉄道の安全と
運輸安全マネジメント制度
［日本一安全な鉄道を目指す小田急電鉄の取り組み］
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